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富
山
県
赤
十
字
奉
仕
団

６
つ
の
統
一
活
動

全　国 地域赤十字奉仕団　 ２，１２0団　 １，１1８，８9７人
青年赤十字奉仕団　　 １５2団　　　 ５，４８3人
特殊赤十字奉仕団　　 ６３3団　　　３０，９４3人
　　　 計　　　　　２，９０５団 　１，１５５，323人

赤十字奉仕団結成状況 （令和 3年 ３月３１日現在）

富山県 地域赤十字奉仕団　　　５３団　　　 ３，343人
青年赤十字奉仕団　　　 1団　　　　　1６人
特殊赤十字奉仕団　　　 ７団　　　　 １38人
　　　 計　　　　　　 ６1団　　　 ３，497人

①
在
宅
ひ
と
り
く
ら
し
高
齢
者
訪
問

②
社
資
募
集
、
赤
十
字
運
動
月
間

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
協
力

③
災
害
時
に
お
け
る
救
援
活
動

④
献
血
推
進
活
動

⑤
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け
あ
い

⑥
赤
十
字
講
習
の
受
講

　

こ
の
他
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
活
動
を
各
団
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

日
本
赤
十
字
社
の
活
動
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
財
源
で
運
営
さ
れ
る
病
院
、
血
液

事
業
、
社
会
福
祉
事
業
を
除
き
、「
会

費
」
と
「
寄
付
金
」（
総
称
「
社
資
」）

に
よ
り
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
赤
十
字
奉

仕
団
に
入
団
さ
れ
、
赤
十
字
へ
の
寄
付

イ
コ
ー
ル
「
社
費
」「
５
０
０
円
」「
社

員
」
と
覚
え
ら
れ
た
方
は
、
大
勢
い
ら

っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
２９
年
４
月
、「
社
費
」
は
「
会

費
」
に
、「
社
員
」
は
「
会
員
」
に
呼

称
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
年
額

の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
奉
仕
団
委
員
長
を
は
じ
め
役
員

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
大
き
な
混
乱
も
な
く
、
間
も
な

く
５
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
２
、０
０
０
円
の
会
員
に
な
っ
て
、

ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
？
」
と
い

う
ご
質
問
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
正
直
申
し
上
げ
て
、
会
員
限
定
サ

ー
ビ
ス
の
よ
う
な
特
典
は
あ
り
ま
せ

ん
。
会
費
へ
の
ご
協
力
を
通
じ
た
赤
十

字
活
動
へ
の
参
加
を
社
会
貢
献
や
奉
仕

活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
お
考
え
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
特
典
と
ま
で
は
言
え

ま
せ
ん
が
、
会
員
に
は
日
赤
本
社
か
ら

年
２
回
程
度
、
全
国
統
一
会
員
誌

「Cross com
-BO

O
K

（
ク
ロ
ス
コ
ム

ブ
ッ
ク
）」
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
会

費
が
、
ど
の
よ
う
に
社
会
課
題
の
解
決

に
つ
な
が
っ
た
の
か
、
丁
寧
に
説
明
す

る
こ
と
を
心
掛
け
て
製
作
し
て
い
ま
す

の
で
、
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
な
ら

ば
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

日
本
赤
十
字
社
の
活
動
は
、
支
援
し

て
く
だ
さ
る
会
員
の
皆
さ
ま
に
支
え
ら

れ
て
い
る
た
め
、
一
人
で
も
多
く
の
方

に
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
各
個
人
の
年
齢
や
体

力
、
ご
事
情
、
思
い
に
合
わ
せ
た
形

で
、
富
山
県
内
に
お
け
る
赤
十
字
活
動

を
お
支
え
く

だ
さ
い
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
県
支
部
）

２
、
０
０
０
円
以
上
の
協
力

者
を
「
会
員
」、
２
、
０
０

０
円
未
満
の
協
力
者
を
「
協

力
会
員
」
と
呼
称
す
る
こ
と

も
併
せ
て
変
更
さ
れ
ま
し

た
。
会
員
の
基
準
が
５
０
０

円
か
ら
２
、
０
０
０
円
に
変

更
さ
れ
る
こ
と
で
、
赤
十
字

離
れ
、
奉
仕
団
離
れ
が
進
む

全国統一会員誌「Cross com-BOOK」
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令
和
4
年
度
富
山
県
赤
十
字
奉
仕
団
事
業
計
画

４　

月　

赤
十
字
奉
仕
団
富
山
県
支
部
委
員
会
（
富
山
市
）

５　

月　

赤
十
字
運
動
月
間

　
　
　
　

全
国
赤
十
字
大
会
（
東
京
都
）

　
　
　
　

在
宅
ひ
と
り
く
ら
し
高
齢
者
訪
問

　
　
　
　

赤
十
字
奉
仕
団
富
山
県
支
部
委
員
会
常
任
委
員
会
・
研
修
部
会

（
県
支
部
）

　
　
　
　

赤
十
字
奉
仕
団
研
修
会
（
県
内
４
地
区
）

　
　
　
　

赤
十
字
奉
仕
団
中
央
委
員
会
（
本
社
）

６　

月　

支
部
施
設
合
同
災
害
救
護
訓
練
（
富
山
市
）

　
　
　
　

第
３
Ｂ
青
年
赤
十
字
奉
仕
団
代
表
者
及
び
担
当
者
会
議
（
長
野
県
）

７　

月　

愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
月
間

８　

月　

赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
（
東
京
都
）

９　

月　

オ
ン
ラ
イ
ン
を
使
っ
た
情
報
交
換
体
験
会
（
県
支
部
）

　
　
　
　

第
３
Ｂ
赤
十
字
奉
仕
団
委
員
長
並
び
に
担
当
者
会
議
（
静
岡
県
）

１０　

月　

赤
十
字
奉
仕
団
日
帰
り
研
修
旅
行

　
　
　
　

赤
十
字
奉
仕
団
富
山
県
支
部
委
員
会
常
任
委
員
会
（
県
支
部
）

１１　

月　

赤
十
字
奉
仕
団
委
員
長
会
議
（
富
山
市
）

　
　
　
　

赤
十
字
奉
仕
団
研
修
部
会
役
員
会
（
県
支
部
）

１２　

月　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け
あ
い

　
　
　
　

赤
十
字
奉
仕
団
と
や
ま
編
集
委
員
会
（
県
支
部
）

２　

月　

赤
十
字
奉
仕
団
支
部
指
導
講
師
研
修
会
（
本
社
）

　
　
　
　

赤
十
字
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会
（
本
社
）

３　

月　

赤
十
字
奉
仕
団
富
山
県
支
部
委
員
会
常
任
委
員
会
（
県
支
部
）

　
　
　
　

赤
十
字
奉
仕
団
と
や
ま
編
集
委
員
会
（
県
支
部
）

　
　
　
　

赤
十
字
７
原
則
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
（
Ｙ
Ａ
Ｂ
Ｃ
研
修
）（
本
社
）

　
　
　
　

赤
十
字
奉
仕
団
と
や
ま
（
第
３８
号
）
発
行

＊
第
３
Ｂ
（
第
３
ブ
ロ
ッ
ク
：
富
山
・
石
川
・
福
井
・
岐
阜
・
長
野
・
愛
知
・

静
岡
・
三
重　

８
県
で
構
成
）

歴
史
と
伝
統
を
繋
ぐ

歴
史
と
伝
統
を
繋
ぐ

～
周
年
記
念
お
め
で
と
う
　

～
周
年
記
念
お
め
で
と
う
　

ご
ざ
い
ま
す
～

ご
ざ
い
ま
す
～

　

富
山
県
内
に
は
、
現
在
、
６１
の
赤
十

字
奉
仕
団
が
あ
り
ま
す
。
最
も
歴
史
の

あ
る
奉
仕
団
は
富
山
赤
十
字
点
訳
奉
仕

団
で
、
昭
和
３５
年
６
月
に
結
成
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
度
、
結
成
か
ら
５０
年
の
節
目
を

迎
え
た
奉
仕
団
が
２
団
あ
り
ま
す
。
ひ

と
つ
は
、
下
村
赤
十
字
奉
仕
団
。
旧
下

村
（
現
射
水
市
）
を
活
動
エ
リ
ア
と
す

る
奉
仕
団
と
し
て
、
昭
和
４６
年
１２
月
に

結
成
さ
れ
ま

し
た
。
も
う

ひ
と
つ
は
、

宇
奈
月
赤
十

字
奉
仕
団
。

旧
宇
奈
月
町

（
現
黒
部
市
）

を
活
動
エ
リ

ア
と
す
る
奉

仕
団
と
し
て
、

昭
和
４７
年
３

月
に
結
成
さ

れ
ま
し
た
。

半
世
紀
に
わ

た
っ
て
活
動

を
継
続
さ

れ
た
両
団

に
は
、
た

だ
た
だ
敬

意
を
表
す

ば
か
り
で

す
。

　

こ
の
２

団
の
ほ
か
、

今
年
度
は

多
く
の
奉
仕
団
が
周
年
記
念
を
迎
え
ま

し
た
。
現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も

１
団
も
欠
け
る
こ
と
な
く
歴
史
を
繋
い

で
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
に
、
心
強
く

感
じ
て
い
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
の
活
動
は
、
全
国
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
赤
十
字
奉
仕
団
の
活
動

は
、
身
体
を
使
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
高
齢
で
活
動
が

出
来
な
い
か
ら
」
と
退
団
さ
れ
る
方
も

お
ら
れ
ま
す
が
、「
社
資
な
ら
協
力
で

き
る
か
ら
」
と
、
ひ
と
り
く
ら
し
高
齢

者
訪
問
で
お
会
い
し
た
方
の
お
一
人
が

今
年
度
新
た
に
入
団
さ
れ
ま
し
た
。
赤

十
字
奉
仕
団
と
富
山
県
支
部
、
力
を
合

わ
せ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。（
県
支
部
） 40周年記念社資協力（大島赤十字奉仕団）
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活動推進奉仕団報告活動推進奉仕団報告
　

１１
月
７
日
、
南
砺
市
井
口
地
区
で
生
涯
学
習
フ

ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
は
、
地
域
の

小
学
生
と
炊
き
出
し
体
験
、
募
金
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

予
防
の
た
め
、
募
金
活
動
の
み
の
参
加
で
し
た
。

　

今
年
は
、
赤
十
字
の
研
修
で
体
験
し
た
牛
乳
パ

ッ
ク
を
利
用
し
た
非
常
食
作
り
と
募
金
活
動
を
実

施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
電
気
、
水
道
、
ガ
ス

も
使
用
で
き
な
い
状
況
で
必
要
な
食
糧
等
を
牛
乳

パ
ッ
ク
に
詰
め
、
災
害
時
に
必
要
な
も
の
を
確
認

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
義
務
教
育
学
校
に
も
参
加
案
内
を
行

い
、
当
日
は
家
族
で
の
参
加
も
み
ら
れ
、「
一
日

分
の
食
事
こ
れ
だ
け
」「
な
ん
で
、
牛
乳
パ
ッ
ク

に
入
れ
る
の
」「
上
手
く
、
入
る
か
な
」
な
ど
楽

し
そ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
そ
れ
と
合

わ
せ
て
、
風
呂

敷
を
利
用
し
た

リ
ュ
ッ
ク
の
作

り
方
も
体
験
し

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
富
山
県

は
災
害
が
少
な

い
県
で
す
が
、

少
し
で
も
、
自

分
で
で
き
る
こ

と
を
考
え
て
も

ら
え
る
機
会
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
で
活
動
内
容
の
制
限
が
あ
り
、
こ

れ
ま
で
と
同
じ
内
容
を
行
う
こ
と
は
困
難
な
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
や
り
方
を
見
直
し
、
別
の
視

点
か
ら
取
り
組
む
こ
と
で
新
し
い
活
動
が
で
き
る

こ
と
を
今
回
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

中
高
生
と
一
緒
に
出
来
る
活
動
は
な
い
か
と
役

員
で
話
し
合
い
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
開
催
す

る
サ
マ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
ク
ー
ル
に
参
加
し

防
災
に
関
す
る
研
修
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
開
催
日
の
７
月
２６

日
が
夏
休
み
の
初
日
で

あ
る
こ
と
が
功
を
奏
し

た
の
か
市
内
４
中
学
校
と

県
立
石
動
高
校
か
ら
生
徒

２９
人
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
感
染
が
拡
大

し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
、
会

場
は
広
い
所
が
良
い
と
新

し
い
小
矢
部
市
民
交
流
プ

ラ
ザ
に
。

　

当
日
、
団
員
２１
人
と
中
高
生
２４
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
検
温
と
手
指
消
毒
を
し
て
開
会
で
す
。
挨

拶
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
後
、「
赤
十
字
こ

の
一
年
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
。
そ
の
後
、
２
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
に
よ
る
炊
き
出

し
と
牛
乳
パ
ッ
ク
の
非
常
食
セ
ッ
ト
作
り
で
す
。

炊
き
出
し
は
、
団
員
と
中
高
生
で
グ
ル
ー
プ
を
作

り
、
６
台
の
調
理
台
に
分
か
れ
て
実
施
。
米
と
塩

昆
布
、
水
を
入
れ
て
空
気
を
抜
き
、
し
っ
か
り
袋

を
ひ
と
結
び
。
鍋
に
入
れ
る
所
ま
で
中
高
生
が
や

り
ま
す
。
非
常
食
セ
ッ
ト
作
り
は
、
両
側
に
置
い

た
机
か
ら
品
物
を
取
り
、
品
名
と
賞
味
期
限
を
記

入
し
糊
づ
け
、
テ
ー
プ
で
止
め
て
完
成
で
す
。

　

閉
会
後
、
お
迎
え
を
待
つ
女
生
徒
が
熱
々
の
ご

飯
を
食
べ
た
ら
し
く
、「
美
味
し
い
」「
初
め
て
だ

け
ど
う
ま
く
で
き
た
」「
何
時
に
な
っ
て
も
役
立

つ
と
思
う
の
で
、
家
族
で
確
認
し
た
い
」
な
ど
の

感
想
が
あ
り
、
団
員
か
ら
は
「
中
高
生
と
活
動
が

で
き
楽
し
か
っ
た
」「
若
返
っ
た
わ
‼
」
な
ど
の

声
。
開
催
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
た
一
人

用
非
常
食
作
り
を
行
っ
て

南
砺
市
井
口
赤
十
字
奉
仕
団
　
　
　
　

副
委
員
長
　
開
　
澤
　
裕
　
子

サ
マ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
の
中
高
生
と
の

炊
き
出
し
と
一
人
用
非
常
食
セ
ッ
ト
作
り

小
矢
部
市
赤
十
字
奉
仕
団
　
　
　
　

委
員
長
　
中
　
西
　
順
　
子
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令
和
3
年
度

富
山
県
赤
十
字
奉
仕
団
研
修
会

　

今
年
度
の
赤
十
字
奉
仕
団
研
修
会

は
、
富
山
市
・
高
岡
市
の
県
内
２
カ
所

で
開
催
。
研
修
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、「
研
修
会
で
学
び
た
い
こ
と
、
ま

た
は
一
般
団
員
に
学
ん
で
欲
し
い
こ

と
」
を
伺
い
ま
し
た
。
お
寄
せ
い
た
だ

き
ま
し
た
ご
意
見
は
、
今
後
の
研
修
会

企
画
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

□
富
山
・
新
川
地
区
、
特
殊
対
象

　

開
催
日　

７
月
１５
日
㈭

　

場　

所　

サ
ン
シ
ッ
プ
と
や
ま

　

参
加
者　

２４
団
６２
人

□
高
岡
・
砺
波
地
区

　

開
催
日　

７
月
２
日
㈮

　

場　

所　

高
岡
市

　
　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

参
加
者　

２１
団
５４
人

□
研
修
会
の
内
容

◆
映
像
放
映

　
「
赤
十
字
こ
の
一
年
」

◆
講
義

・
赤
十
字
の
事
業

・
日
本
赤
十
字
社
の
最
新
動
向

・
富
山
県
赤
十
字
奉
仕
団
６
つ
の
統
一

活
動
と
独
自
活
動

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
進
め
方

◆
事
例
発
表

・「
赤
十
字
を
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
」

　
　

高
岡
中
央
赤
十
字
奉
仕
団

　
　

田
辺　

惠
子　

委
員
長

・「
小
学
校
（
Ｊ
Ｒ
Ｃ
）
と
の

　
　
　
　
　
　

連
携
活
動
に
つ
い
て
」

　
　

八
尾
町
赤
十
字
奉
仕
団

岡
﨑　

智
子　

委
員
長

◆
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
（
テ
ー
マ
）

「
事
例
発
表
を
聞
い
て
、今
思
う
こ
と
」

　
　
婦
中
赤
十
字
奉
仕
団
（
富
山
市
）

山
本
　
和
子

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
と
ら
れ
た

中
で
の
研
修
会
で
、
参
加
者
も
会
場
の

収
容
人
数
の
半
数
以
下
の
制
限
で
し
た

が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
が
多
い
中
で
参
加
で

き
る
幸
せ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、「
赤
十
字
こ
の
一
年
」
の
放

映
は
、
最
新
の
動
向
を
知
る
だ
け
で
な

く
、
赤
十
字
と
は
何
か
を
学
び
、
団
員

と
し
て
の
心
構
え
や
自
覚
を
持
た
せ
て

も
ら
え
ま
し
た
。

　

高
岡
中
央
の
田
辺
委
員
長
の
事
例
発

表
で
は
、
社
資
（
活
動
資
金
）
の
使
わ

れ
方
な
ど
を
皆
様
で
学
ば
れ
て
か
ら
社

資
額
を
き
め
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
、
大

い
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
元

赤
十
字
職
員
で
あ
る
橋
本
祐
子
氏
の

「
で
き
る
か
で
き
な
い
か
で
は
な
く
、

す
る
か
し
な
い
か
で
あ
る
」
の
言
葉

は
、
私
の
心
に
響
き
ま
し
た
。

　

八
尾
の
岡
﨑
委
員
長
か
ら
は
、
小
学

校
が
災
害
避
難
場
所
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
具
体
的
な
活
動
事
例
を
写
真
で

紹
介
さ
れ
、
新
聞
で
作
っ
た
ス
リ
ッ
パ

や
他
の
グ
ッ
ズ
も
実
際
の
も
の
を
見
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
地
元
を
巻
き
込
ん

だ
大
規
模
な
活
動
に
驚
き
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
多
く
の
方

が
私
と
お
な
じ
よ
う
な
感
想
を
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
団
員
の
悩
み
や

要
望
も
共
通
点
が
多
く
、
高
齢
化
で
団

員
が
少
な
く
な
っ
て
い
く
中
で
、
何
か

良
い
ア
イ
デ
ィ
ア
や
対
策
は
な
い
か
と

頭
を
ひ
ね
り
あ
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
研
修
で
意
欲
も
高
ま
り
、

「
私
は
赤
十
字
奉
仕
団
員
だ
」
と
一
人

呟
い
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
感
想

　

令
和
4
年
度
は
、県
内
４
地
区

で
、「
炊
き
出
し
」を
テ
ー
マ
に
し

た
研
修
会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

十
分
な
感
染
対
策
を
行
っ
て
実
施

す
る
予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

・
富
山
地
区
・
特
殊

日
本
赤
十
字
社
富
山
県
支
部

・
高
岡
地
区

高
岡
市
里
山
交
流
セ
ン
タ
ー

・
新
川
地
区魚

津
も
く
も
く
ホ
ー
ル

・
砺
波
地
区

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
四
季
彩
館
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新聞スリッパの作り方 
材料：新聞紙 2 枚 

①新聞紙 1 枚を 1 面の大きさに折る。 

   （輪を下にする） 

②輪になっている方から端に向かって、1/3 よりやや大目に折り返す。 

   （足の大きさに合わせて調整） 

 

 

 

③輪の部分を 2ｃｍ折り返す。 

 

 

 

④そのままひっくり返す。 

 

 

⑤左右両側から中心に向かって折る。 

 

 

 

 

 

⑥中心の切れ目の線にあわせて素直に半分に折る。 

 この時、小さなポケット状の部分に入れ込むように折る。 

  

 

 

 

⑦ひらひらした部分を斜めに折り込む。 

 

 

 

⑧角を折り、形を整える。（両端を立てても良い） 

 

 

 

⑨ひっくり返して足を入れる。同じものをもう一つ作る。 

 

や
っ
て
み
よ
う
！

　
日
本
赤
十
字
社
は
、「
健
康
生
活
支
援
講
習
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
講
習
で
は
、「
地
域
で
支
え
る
認
知
症
」
と
「
災
害
時
高
齢
者
生
活
支

援
講
習
」
と
い
う
名
称
で
、
各
分
野
に
特
化
し
た
内
容
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
は
、
災
害
時
高
齢
者
生
活
支
援
講
習
か
ら
、
災
害
時
だ
け
で
な
く
長
時
間
の
移
動
の
足
休
め
に
も
使
え
る
「
新
聞
ス
リ
ッ
パ
」
の
作
り
方

を
紹
介
し
ま
す
。
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《 我 が 団 の 紹 介 》《 我 が 団 の 紹 介 》

蜷
川
赤
十
字
奉
仕
団（
富
山
市
）

委
員
長
　
杉
　
山
　
由
　
美

八
尾
町
赤
十
字
奉
仕
団（
富
山
市
）

副
委
員
長
　
大
　
平
　
智
恵
子

　

当
団
は
、
昭
和
４７
年
１１
月
に
、
富
山
市
南
部
地

区
で
結
成
さ
れ
今
年
度
で
節
目
の
５０
年
を
迎
え
ま

す
。
現
在
団
員
は
１
０
５
人
で
す
が
、
主
に
活
動

に
参
加
さ
れ
る
方
は
３０
人
ほ
ど
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
献
血
運
動
の
ほ
か
、
ひ
と
り
く
ら

し
高
齢
者
訪
問
で
は
校
下
の
皆
さ
ん
の
協
力
の

下
、
年
２
回
、
約
１
３
０
人
の
お
宅
を
訪
問
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
元
年
度
か
ら
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
、
こ
ど
も
食
堂
の
方
々
と
一
緒
に
、
親

子
で
防
災
に
つ
い
て
学
ぶ
講
習
や
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス

で
の
炊
き
出
し
訓
練
を
行
い
、
子
供
た
ち
と
共
に

私
た
ち
も
災
害
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
2
月
に
は
、
蜷
川
小
学
校
の
4
年
生
4
ク

ラ
ス
で
、「
赤
十
字
奉
仕
団
の
み
な
さ
ん
か
ら
非

常
食
に
つ
い
て
学
ぼ
う
」
と
題
し
た
授
業
の
講
師

を
し
て
き
ま
し
た
。
奉
仕
団
の
役
割
や
災
害
に
つ

い
て
お
話
し
し
た
後
、
児
童
と
一
緒
に
牛
乳
パ
ッ

ク
を
使
っ
た
一
人
用
非
常
食
セ
ッ
ト
作
り
を
楽
し

く
行
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
奉
仕
団
は
、
地
域
の
方
々
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
楽
し
く
笑
顔
で
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
方
に
蜷

川
赤
十
字
奉
仕
団
の
活
動
を
理
解
し
応
援
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
団
員
の
皆
さ
ん
と
が

ん
ば
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

八
尾
町
赤
十
字
奉
仕
団
は
、
昭
和
５２
年
４
月
、

４５
人
で
結
成
し
、
４３
年
の
歴
史
を
重
ね
、
現
在
１

４
７
人
、
９
分
団
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の
活

動
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

　

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
4
施
設
で
は
、
清
掃
、

縫
い
物
、
シ
ー
ツ
交
換
、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
等
の
活

動
を
一
年
を
通
じ
て
行
い
、
障
子
は
り
や
夏
祭
り

等
の
行
事
に
も
協
力
し
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
生
の
親
子
活
動
で
は
、
炊
き
出
し

や
防
災
教
室
を
行
い
、
楽
し
く
体
験
す
る
中
で
防

災
へ
の
理
解
や
関
心
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
設
立
40
周
年
と
な
っ
た
平
成
30
年
に

は
、
皇
居
勤
労
奉
仕
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
丸
や

宮
中
三
殿
な
ど
の
奉
仕
活
動
は
貴
重
な
体
験
で
あ

り
、
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
に
間
近
で
お
会
い
し
、

頂
い
た
優
し
い
お
言
葉
、
温
か
い
ま
な
ざ
し
は
忘

れ
ら
れ
ぬ
思
い
出
で
す
。

　

年
に
一
度
の
研
修
旅
行
も
あ
り
ま
す
。
見
学
、

観
光
、
そ
し
て
夕
食
に
は
、
共
に
語
り
、
歌
い
、

笑
い
、
お
わ
ら
を
踊
っ
て
宴
を
閉
じ
ま
す
。
団
員

の
距
離
も
縮
ま
り
、
親
睦
を
深
め
る
楽
し
い
旅
で

す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
で
き
な
い
活
動
も
あ
り
ま
す

が
明
る
く
前
向
き
に
、
今
で
き
る
活
動
を
着
実
に

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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表彰を受けられた方々おめでとうございました。今後益々のご活躍をご期待申し上げます。表彰を受けられた方々おめでとうございました。今後益々のご活躍をご期待申し上げます。

◦
金
色
有
功
章
（
継
続
２０
年
）

【
奉
仕
団
】

　

富
山
県
無
線
赤
十
字
奉
仕
団

　

富
山
県
青
少
年
赤
十
字
賛
助
奉
仕
団

◦
銀
色
有
功
章
（
継
続
１５
年
）

【
奉
仕
団
委
員
長
】

　

長
谷　

芳
子
（
安
野
屋
赤
十
字
奉
仕
団
）（
富
山
市
）

　

土
肥　

靖
子
（
新
庄
北
赤
十
字
奉
仕
団
）（
富
山
市
）

◦
金
枠
感
謝
状
（
継
続
１０
年
）

【
奉
仕
団
委
員
長
】

　

岡
﨑　

智
子
（
八
尾
町
赤
十
字
奉
仕
団
）（
富
山
市
）

　

中
村
ひ
と
み
（
白
菊
赤
十
字
奉
仕
団
）（
富
山
市
）

　

吉
田　

悦
子
（
大
山
赤
十
字
奉
仕
団
）（
富
山
市
）

◦
銀
枠
感
謝
状
（
継
続
５
年
）

【
奉
仕
団
委
員
長
】

　

伏
江
美
保
子（
高
岡
南
部
丸
美
赤
十
字
奉
仕
団
）

　

飯
野
エ
ミ
子（
富
山
赤
十
字
芸
能
奉
仕
団
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◦
厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状

　

髙
野　

光
子（
伏
木
赤
十
字
奉
仕
団
）（
高
岡
市
）

　

満
間　

信
江（
新
庄
赤
十
字
奉
仕
団
）（
富
山
市
）

　
　
　
　
　
　
（
と
も
し
び
赤
十
字
奉
仕
団
）

◦
日
本
赤
十
字
社
社
長
感
謝
状

　

樋
口
ち
づ
子（
白
菊
赤
十
字
奉
仕
団
）（
富
山
市
）

◦
金
色
有
功
章

　

押
川　

和
子（
中
田
赤
十
字
奉
仕
団
）（
高
岡
市
）

　

曽
田　

朝
子（
伏
木
赤
十
字
奉
仕
団
）（
高
岡
市
）

　

竹
内　

時
正（
大
島
赤
十
字
奉
仕
団
）（
射
水
市
）

　

松
長　

一
雄（
伏
木
赤
十
字
奉
仕
団
）（
高
岡
市
）

業
務
功
労

社
資
功
労

　

松
長　

久
子（
伏
木
赤
十
字
奉
仕
団
）（
高
岡
市
）

　

松
林　

富
子（
南
砺
市
城
端
赤
十
字
奉
仕
団
）

　

吉
田
と
し
子（
新
湊
中
央
赤
十
字
奉
仕
団
）（
射
水
市
）

　

タ
ナ
ベ
自
動
車
株
式
会
社（

高
岡
中
央
赤
十
字
奉
仕
団
）

◦
銀
色
有
功
章

　

橋
本　

侑
大（
伏
木
赤
十
字
奉
仕
団
）（
高
岡
市
）

　

大
島
赤
十
字
奉
仕
団（
射
水
市
）

※
社
資
功
労
に
つ
き
ま
し
て
は
、
赤
十
字
奉
仕
団

員
並
び
に
奉
仕
団
斡
旋
の
受
章
者
の
う
ち
、
ご

承
諾
を
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。（
Ｒ
3
・
２
・
１
～
Ｒ
4
・
１
・
３１
）　

（
敬
称
略
）（
五
十
音
順
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

　

日
赤
県
支
部
が
加
入
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

保
険
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
日
本
国
内
に
お
け
る
奉
仕

団
活
動
中
（
所
属
団
及
び
県
支
部
が
認
め
る
も
の

で
、
会
議
や
研
修
会
も
含
む
）
の
事
故
に
限
ら
れ

ま
す
。
不
慮
の
事
故
の
際
は
、
各
団
委
員
長
を
通

じ
、
市
町
村
の
日
赤
担
当
者
と
県
支
部
に
報
告
し

て
下
さ
い
。（
生
じ
た
事
由
に
よ
っ
て
は
、
保
険

金
を
お
支
払
い
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

■
他
者
へ
の
賠
償
金
…
…
支
払
限
度
額　

５
億
円

◆
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
主
な
場
合

⑴
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
由
に
よ
る
他
人

の
身
体
の
障
害
ま
た
は
財
物
の
損
壊

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
に
発
生
し
た
偶
然
な
事

由
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
に
伴
っ
て
提
供
し
た
財

物
に
起
因
す
る
偶
然
な
事
由

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
結
果
に
起
因
す
る
偶
然

な
事
由

⑵
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
伴
っ
て
占
有
、
使
用
ま

た
は
管
理
す
る
受
託
物
の
偶
然
な
事
由
に
よ
る

損
壊
、
紛
失
ま
た
は
窃
取
（
た
だ
し
、
受
託
物

に
つ
い
て
正
当
な
権
利
を
有
す
る
物
に
対
し
て

負
担
す
る
損
害
賠
償
責
任
に
限
り
ま
す
）

■
自
身
の
傷
害

　
　

…
死
亡
・
後
遺
障
害　

１
２
、
５
４
０
千
円

　
　

…
入
院
保
険
金
日
額　
　
　

６
、
３
０
０
円

　
　

…
通
院
保
険
金
日
額　
　
　

４
、
２
０
０
円

◆
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
主
な
場
合

⑴
死
亡
保
険
金

　

事
故
に
よ
る
ケ
ガ
の
た
め
、
事
故
の
発
生
の
日

か
ら
そ
の
日
を
含
め
て
１
８
０
日
以
内
に
死
亡
さ

れ
た
場
合

⑵
後
遺
障
害
保
険
金

　

事
故
に
よ
る
ケ
ガ
の
た
め
、
事
故
の
発
生
の
日

か
ら
そ
の
日
を
含
め
て
１
８
０
日
以
内
に
約
款
所

定
の
後
遺
障
害
が
発
生
し
た
場
合

⑶
入
院
保
険
金

　

事
故
に
よ
る
ケ
ガ
の
治
療
の
た
め
、
事
故
の
発

生
の
そ
の
日
か
ら
１
８
０
日
以
内
に
入
院
さ
れ
た

場
合

⑷
通
院
保
険
金

　

事
故
に
よ
る
ケ
ガ
の
治
療
の
た
め
、
事
故
の
発

生
の
そ
の
日
か
ら
１
８
０
日
以
内
に
通
院
（
往
診

を
含
む
）
さ
れ
た
場
合



（8）赤十字奉仕団とやま令和 4年 3月15日 第37号

　

入
団
し
て
間
も
な
く
「
赤
十
字

奉
仕
団
は
、
災
害
時
・
非
常
時
に

活
動
で
き
る
組
織
で
あ
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
、
講
演
さ
れ
た
言
葉
が

印
象
深
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

緊
急
時
の
活
動
と
は
何
？

　

今
は
、
奉
仕
団
へ
の
信
頼
と
期

待
と
励
ま
し
の
言
葉
だ
と
受
け
止

め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
寄
稿
し
て
い
た
だ
い

た
奉
仕
団
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

奉
仕
団
と
し
て
の
誇
り
と
熱
意
が

育
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
確
信
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も

創
意
工
夫
し
た
活
動
を
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
、
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
前
向
き
に
奉
仕
活

動
を
つ
な
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

�

（
入
善
町　

大
角
記
）

　
編
集
委
員

　

岡
﨑　

智
子　
　

吉
國　

姃
子

　

大
角　

秋
代　
　

中
西　

順
子

　

杉
山　

由
美　
　

渡
邊　

睦
子

　

小
川　

和
子　
　

谷
場
美
智
子

令和 3年度 富山県支部扱い義援金・救援金
※金額及び件数は１／３１〆

国内 平成３０年 ７ 月豪雨災害義援金 　　　　　 ４件 　　２５，３８６円
令和 ２年 ７月豪雨災害義援金� １３件　　１５２，０９３円
令和 ３年 ２月福島県沖地震災害義援金 　１６件　　３１１，１８５円
令和 ３年島根県松江市大規模火災義援金� ３ 件 　　３９，７４８円
令和 ３年 ７月大雨災害義援金� ４６件　３，５４４，９０４円
令和 ３年台風第 ９号等大雨災害義援金 　１１件　　２５２，１３０円
令和 ３年 ８月大雨災害義援金� ２２件　１，９５７，４０２円
令和 ３年長野県茅野市土石流災害義援金� ８ 件　　４２８，３１５円

海外 ２０２１年ハイチ地震救援金� ４ 件　　　９，８０１円
アフガニスタン人道危機救援金� ６ 件　　１８２，８５８円
令和 ３年度ＮＨＫ海外たすけあい　　　７３２件　６，８９５，８０１円
地域を指定しない海外救援金 　　　　　 １件　　２００，０００円

合計　８６７件　１４，０５９，１７８円

（ ）奉仕団からの報告があった場合を除き、郵便振替を利用され日赤
本社や被災地支部に直接送金された分の件数・金額は、この記載
に含まれておりません

令
和
4
年
度
に
周
年
記
念
を
迎
え
る
奉
仕
団

５０
周
年

　

蜷
川
赤
十
字
奉
仕
団
（
富
山
市
）

４０
周
年

　

滑
川
市
赤
十
字
奉
仕
団

　

立
山
町
赤
十
字
奉
仕
団

　

黒
部
市
石
田
赤
十
字
奉
仕
団

　

山
田
赤
十
字
奉
仕
団
（
富
山
市
）

　

大
山
赤
十
字
奉
仕
団
（
富
山
市
）

　

細
入
赤
十
字
奉
仕
団
（
富
山
市
）

令
和
４
年
度
の
研
修
旅
行
ご
案
内

　

詳
細
な
旅
程
・
募
集
は
、
各
団
委
員

長
に
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
影
響
で
、

実
施
が
中
止
・
延
期
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。）

◇
実
施
予
定　

１０
月
（
日
帰
り
）

◎
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

日
本
赤
十
字
社
本
社
・
各
都
道
府
県

支
部
統
一
デ
ザ
イ
ン
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た
。
ブ
ラ
ウ
ザ
の
「
ブ
ッ
ク
マ

ー
ク
」
や
「
お
気
に
入
り
」
に
登
録
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
新
し
い
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に

登
録
変
更
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎Tw
itter

　

新
た
に
始
め
ま
し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
な
ど
にT
w

itter

ア
プ
リ
が
入
っ

て
い
る
場
合
は
、「
フ
ォ
ロ
ー
」
を
お

願
い
し
ま
す
。その他 青少年赤十字活動資金� １ 件 　　５９，５５５円

　

ど
ち
ら
も
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
、「
日
本
赤
十
字
社
富
山
県

支
部
」
を
検
索
し
て
く
だ
さ
い
ね
！


